
町
長
賞

脱
皮
し
て
青
大
将
は
村
を
出
る
　
　
長

谷

川

昭

放

議
長
賞

四
方
よ
り
稲
の
香
と
ど
く
役
場
か
な
　
　
　 

井

上

　

禎
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教
育
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う
つ
く
し
い
か
が
や
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モ
リ
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カ
ー
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優
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や
富
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と
い
う
す
べ
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尾

崎

　

竹

詩

俳
句  
一
般
の
部

俳
句  

小
・中
学
生
の
部

町
民
文
化
祭

　

11
月
１
日(

土)

、
２
日(

日)

、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
町
民
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
や
芸
能
発
表
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
短
歌
の
部
に
小
・
中
学
生
112
首
、
一
般
14
首
、
俳
句
の
部
に
小
・
中
学
生
231
句
、
一
般
17
句
、
総
数
374
件
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
11
月
２
日(

日)

に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
作
品
・
受
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。｟
敬
称
略
｠

町
長
賞

つ
ば
め
の
子
大
合
唱
で
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を
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ぶ

　
　
　
　
　
　 

井
ノ
口
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年
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上

　

煌
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議
長
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雨
が
ふ
っ
て
あ
き
が
よ
こ
は
い
り
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　

　

中
村
小
１
年
　
　  

　
松

澤

　

幸

千

教
育
長
賞

ほ
し
づ
き
よ
わ
た
し
と
か
た
り
な
つ
え
が
く

井
ノ
口
小
６
年
　
カ
ン
ジ
ャ
　
シ
ャ
イ
リ
ン

優
秀
賞

き
え
る
ま
え
い
そ
い
で
も
ら
う
は
な
び
の
ひ

　
　
　
　
　 

　
井
ノ
口
小
１
年
　
　
　
石

田

　

恵

菜

芸 能 発 表

第
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回
中
井
町
短
歌
・俳
句
大
会

問
合
せ
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涯
学
習
課
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１
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町
長
賞

被
爆
樹
は
八
十
年
を
生
き
抜
い
て

い
ま
鎮
魂
の
蝉
時
雨
降
る 

長
谷
川
昭
放

議
長
賞

稲
刈
れ
ば
日
本
が
軽
く
な
っ
た
よ
う

暑
い
夏
か
ら
解
放
さ
れ
て 

尾
崎　

竹
詩

教
育
長
賞

軍
服
の
笑
顔
の
父
に
抱
か
れ
し

セ
ピ
ア
色
し
た
二
才
の
私 

城
所　

孝
子

優
秀
賞

初
秋
の
夜
明
け
の
空
は
桃
の
実
の

う
す
く
く
れ
な
ゐ
に
匂
ふ
が
ご
と
し 
雑
色　

𠮷
臣

短
歌  

一
般
の
部

短
歌  

小
・中
学
生
の
部

町
長
賞

と
ん
で
ゆ
け
仲
間
の
想
い
胸
に
抱
き 

中
井
中
２
年

勝
利
へ
の
宇
宙
へ
こ
ん
し
ん
の
一
打 

　

成
田　

悠
真

議
長
賞

夕
立
や
ず
ぶ
濡
れ
ス
マ
ホ
に
映
る
空 

中
井
中
３
年

既
読
つ
か
な
い
君
に
ひ
と
こ
と 

　

加
藤　

愛
夏

教
育
長
賞

忍
び
足
二
つ
目
そ
っ
と
取
り
出
せ
ば 

中
井
中
２
年

ア
イ
ス
よ
り
冷
え
る
母
の
視
線 
　

久
井　

湊
人

優
秀
賞

こ
の
夏
こ
そ
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
宿
題
を 

中
井
中
３
年

８
月
過
ぎ
て
思
う
現
実 

 

野
口　

紗
良

作品展示茶道手前体験
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